
　　　4.因数定理
　　　5.高次方程式　　　（本時はその３時間目）

評価の方法・基準、資料等

　前時の課題と本時の目標 　課題をやってきている。
の確認をする。 （関心・意欲・態度）

1 例題８を説明する。

（数学的な見方や考え方）

2 練習20を解かせる。

（関心・意欲・態度）

（知識・理解）

3 問題Bの12を解かせる。

（数学的な見方や考え方）

本時のまとめと次時の

予告をする。

　　　2.複素数の計算

　 因数定理を利用して解く
ことに気づかせる。

　因数分解を利用して，高次方程
式が解けることを確認する。

　積極的に練習問題に取り組む
ことができる。

　　　3.2次関数の解と判別式　　　　　

生徒数（男子６名　女子０名　計６名）

  プリント

40分
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(　数　学　)　科　学習指導案

選択Ⅱ教室

改訂版　高校の数学Ⅱ(　数研出版　)

第 2 節　複素数と方程式

導
入

本
時
の
指
導
過
程

5分

課題
次時の

　　　例題７，練習19を復習しておく。

　因数定理を利用できると気づく
ことができる。

5分

本時の

　6 月  10 日 ( 金 )　　第 1 時限

2 年　農業土木科

第 1 章　式と証明 ・ 高次方程式

　　　1.複素数

　　これまでに学習してきた因数定理，因数分解，解の公式を用いて高次方程式が解け
ることを理解し、実際に解くことができるようにする。

指導者

教  室

教科書

日  時

学  級

単  元

指導計画

時間配当

　 課題の指示をする。

展
開

整
理

学習内容 時間 指導上の留意事項

指導目標

前時の

課　題

　　3次式を因数分解する際，
組立除法を用いれば作業が
容易になることを確認する。

　　3次方程式を解く際，因
数定理が利用できることを確
認する。

　　2次式を因数分解できな
い場合，解の公式を用いる
必要があることを確認する。

　因数定理を利用して，高次方
程式を解けると気づくことができ
る。

　因数定理を利用して，高次方
程式を解くことができる。

次の 3 次方程式を解きなさい。

(１)　 3x +3 2x -4x-12=0

(２)　 3x +2 2x +2x+1=0

次の 3 次方程式を解きなさい。

(１)　 3x +2 2x -x-2=0

(２)　 3x - 2x -10x-8=0

(３)　 3x -4x+3=0

(４)　 3x +2 2x +3x+2=0

 3 次方程式 3x + 2kx -x-4=0 の

 1 つの解が 1 であるとき，定数 k 

の値を求めなさい。

また，残りの解を求めなさい。
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